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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年５月９日に公表した、業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 
１．平成 24 年３月期連結業績予想の修正 

 （１）第２四半期連結累計期間（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日）          （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり四半

期純利益 

前 回 発 表 予 想  （ A ） 6,453 140 140 70 555 円 67 銭

今 回 修 正 予 想  （ B ） 6,982 190 173 81 642 円 99 銭

増 減 額  （ B - A ） 529 50 33 11 －

増 減 率  （ ％ ） 8.2 35.7 23.6 15.7 －

（ ご 参 考 ） 

前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（平成 23 年３月期第２四半期） 

6,123 170 161 76 607 円 27 銭

 

 

 （２）通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）                   （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （ A ） 13,355 400 400 200 1,587 円 63 銭

今 回 修 正 予 想  （ B ） 13,891 458 420 208 1,651 円 13 銭

増 減 額  （ B - A ） 536 58 20 8 －

増 減 率  （ ％ ） 4.0 14.5 5.0 4.0 －

（ ご 参 考 ） 

前期実績（平成 23 年３月期） 
12,489 383 377 217 1,730 円 18 銭

 

 

２．平成 24 年３月期個別業績予想の修正 

 （１）第２四半期累計期間（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日）    （単位：百万円） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益

1 株当たり四半

期純利益 

前 回 発 表 予 想  （ A ） 6,355 135 75 595 円 36 銭 

今 回 修 正 予 想  （ B ） 6,877 172 77 611 円 24 銭 

増 減 額  （ B - A ） 522 37 2 － 

増 減 率  （ ％ ） 8.2 27.4 2.7 － 

（ ご 参 考 ） 

平成 23 年３月期第２四半期 
5,398 119 △1 -円-銭 



 

 

 （２）通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）           （単位：百万円） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （ A ） 13,146 380 200 1,587 円 63 銭 

今 回 修 正 予 想  （ B ） 13,668 403 206 1,635 円 26 銭 

増 減 額  （ B - A ） 522 23 6 － 

増 減 率  （ ％ ） 4.0 6.1 3.0 － 

（ ご 参 考 ） 

平 成 2 3 年 ３ 月 期 
11,571 323 124 984 円 73 銭 

 

 

３．修正の理由 

（１）連結業績予想 

当第２四半期連結累計期間の連結売上高につきましては、モバイル系の全国規模の案件やエリア一括型事務

局案件の受託に伴い、529 百万円増加し 6,982 百万円となる見込みであります。 

利益面におきましては、中国事業の不採算化によるマイナス面はあったものの、前述のモバイル系業務委託

案件の受託による売上高増加に伴う売上総利益の増加、経費の節減及び業務の効率化等により、営業利益は 50

百万円増加し 190 百万円、経常利益は、33 百万円増加し 173 百万円、四半期純利益は、11 百万円増加し 81 百

万円となる見込みであります。 

また、平成 24 年３月期の通期の業績予想につきましては、景気の先行き不透明による企業の販促費投入動向

や労働者派遣法改正の見通しが明らかにされないこと等不確定要素が多いものの、当第２四半期連結累計期間

までの連結売上高が平成 23 年５月９日に公表しました業績予想を上回ったこと及び、下期におけるエリア一括

型の事務局案件の受託が好調なことから、売上高は 536 百万円増加し 13,891 百万円、営業利益は 58 百万円増

加し 458 百万円、経常利益は 20 百万円増加し 420 百万円、当期純利益は 8百万円増加し 208 百万円と修正を行

うことといたしました。 

 

（２）個別業績予想 

当第２四半期累計期間および通期連結業績予想につきましては、上記連結業績予想修正の理由と同様にモバ

イル系の全国規模の案件やエリア一括型事務局案件の受託規模が拡大し、下期においても同様の傾向が続く見

込みでありますことから修正を行うことといたしました。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

今後、実際の業績は様々な要因によって予想値を異なる可能性があります。 

以 上 


